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1. はじめに 

近年，大気圧プラズマの医療・農業応用が盛

んに研究されており，プラズマが生体に与える

影響の基礎過程の解明が望まれている．我々は，

生物へのプラズマ直接照射の効果を調べるた

めのモデル生物として単細胞真核生物である

分裂酵母（Schizosaccharomyces pombe）[1] を

選択した．今回，ヘリウムプラズマジェットを

直接照射した分裂酵母細胞の一部に形態変化

が見られたので報告する． 

 

2. 実験装置および実験方法 

分裂酵母の成長に適した許容温度は 20℃か

ら 36℃である．一般的なプラズマジェットの

ガス温度は放電時間とともに上昇し許容温度

の上限を超えるため，我々はペルチェ素子によ

るガス温度制御部をもつ単電極ヘリウムプラ

ズマジェットを開発した．これにより，室温で

の直接プラズマ照射が可能となった． 

実験には野生型の分裂酵母 JY450（遺伝子

型：h90 ade6-M216 leu1）を用いた．フィルトレ

ーションによりメンブレンフィルター上に回

収した細胞に，距離 20 mm でガス温度 25℃に

固定したプラズマプルームを１分間直接照射

した後，完全栄養培地上において 30℃で培養

した．1～5 日間の培養後の細胞形態を顕微鏡

で観察した． 

3. 実験結果および考察 

 プラズマ照射点から半径5 mm程度の範囲内

において，全体の約 5%程度の細胞に長さの伸

張が見られた（Fig. 1）．この表現型はヘリウム

ガスのみの照射では見られないことから，プラ

ズマ照射により引き起こされたものと考えら

れる．また，マイクロマニピュレータにより伸

張した細胞を分離し培養したところ，増殖する

ことはなかった．これらの結果から，プラズマ

照射による細胞伸長はいわゆる成長促進では

なく，細胞周期に生じた何らかの異常に起因す

ることが示唆される．現在，細胞周期関連因子

の変異体へのプラズマ直接照射実験を行い，プ

ラズマが細胞周期へ与える影響の解析を進め

ている． 
 

 
Fig. 1 Microscope image of fission yeast after 1 

day incubation at 30℃. 
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